












要約:骨粗鬆症予防のため、健常人の骨塩量を明らかにするために、 日本人健常対照 3才

～90 才の腰椎骨塩量を縦断的に検討した。腰稚骨塩量は女性に於いて、12～14 才で急激

に増加、15 才以後 40 才後半まで一定の値を維持し、以後加令と共に急速に減少した。男

性では、13～15 才で急激な増加を認め、70 才までほぼ一定の値であった。これは諸外国

の報告と同様で、10才代前半における骨塩量増加対策が骨粗鬆症発症予防に重要である。


